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1.　研 究 の 目的　Aspergillus 属 糸 状 菌 はah －ラ ム

ノサ イ ド結 合 に作 用 す る加 水 分 解 酵 素 ラ ム ノ シ ダ ー ゼ を

適 応 的 に 生 成 ナ るこ と が知 られ てお り， こ の酵 素 に 関し

ては 現 在 ま で に 岡 田 ・福 本 ， 中 林 ・神 谷 ， 野 村 らに よ り

そ の 生 成 機 構 ， 精 製 結 晶 化 ， 基 質特 異 性 な ど の 酵 素化 学

的 性 質 ， 夏 み か んの 苦 味 除 去 に 応 用 す る 実用 的 性 質 が検

討 され てい る。 し か し 某 質 特 異 性 に つ い て は未 だ断 片 的

知 見 し か 得 られ て い ない 。 私 達 は こ の点 を一 層 明 ら か に

す る 目的 で ， ま ず 最 初 にa,1.6 結 合 を有 す る ラ ム ノ ニ糖

類 の 合 成 法 に つ き 検 討 し ， 且つ そ の分 解 欧 を調 べ た。

2. 方 法　 αl.6 ラ ム ノ ニ糖 類 の合 成 に つい て （i ）酸

化 銀 を 縮 合 剤 とし て 用 い るKonig-Knorr 法,   （ii） 過 塩

素 酸 銀 を用 い るBredereck 法 （iii） シ ア ン化 水 銀 を 用

い るHelferich 法 （iｖ）酢 酸 第 二 水 銀 を用 い るZemplen

法 の 諸 方 法 に つい て検 討 し た。

3. （i ） の 方 法 で は 目 的 の 糖 の外 に オ ル ソエ ス テル を

多 量 に 副 生 し た。（ii）,   （iii）（iv ）の方 法 で は オ ル ソ エ ス

テ ル の 生 成 が全 く見 られ ず ， 目的 のa  1.6結 合 糖 の 外 に

少 量 の βi.e 糖 と 推 定 さ れ る 糖 が検 出 され た。 最 も好 成

績 を 与 え た （ii）, （iii）法 は つ ぎ の ご とし 。（ii）法2,  3, 4－

ト リ ア セチ ルa- レ ラ ム ノシ ル ブ ロ マ イ ド+  6－ト リ チ ル

β一1,2,3,4－テ ト ラア セ チ ル グル コ ー ス
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反応生成物端 子 こﾒ ｽﾞ7^ ≒m で
４ 活性炭カ ラムクロ

マトで分別し ルチノ~スを得る。（iii）法ト リア セ チ ル

ラムノシルブリマイト 十1, 2, 3, 4-テトラアセチルグル コ

シアン化水銀 十
－ ス｡ ご う 脱ア セチル後カラ ムクロマトで分

臭化 第二水銀

別してルチ ノースを得た。　なお， 同じ 方法で6 α~L－ラ

ムノシ ルガラクトース,    6-α-L－ラ ムノシルマンノー ス

を合成し， 酵素によ る分解性をし らべたので， その結果

を報告する。
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